
サイレントシャフト技術をポルシェが使う。

二ill発の `｀ポルシェ944''に採用されています。

三
´
ニクランクンヤフト先端に卜~ンヨナルダンパを

■.すて、板 |)振動と騒音を低減。

`ら

にチェーンノイズのないコグベルト、

=温時
のみフル回転するサーモタイプ冷却

~~ン
、空気吸入音を低く抑えた外気導入式

ニアクリーナケース、

ニンジンと排気管のジョイントにバネを介して

去動伝達を遮断したバネ式排気管継手など、

・1吉・振動対策に万全を期しています。

●コンン~ル ドドリップ&フルドア

liかなエンジンを載せたボティのすみずみに、

・i粛性への配慮かゆきとどいています。

なうらかなフラツンユサ~フエスボテンか

i、切音を追放。

二(にドリップチャィ、ルを埋込んだコンン~ル ド

1/ブと、一‐体造形のフルドアが

一テイ表而のフラツンユ化に役立っています。

さらに二重トーボードや一体成形カーヘッ|ヽ

などの豊富な遮音オイ、

ノイズの少ない高精度ターボユニット、

3ジョイントワ
~口
 、ランヤワ|｀ IGX,な どか

静かで快適な走りを生んでいま|

●オ~~トエアコンなどの空調ンステム

希望する温度を設定すれば、

あとはコンピユ~夕か空調をコントロールする

オートエアコン(GSR― Xり 。

日射量、室温、ダクト内古1度をセンサがとらえ、

温度と風量を自動制御します。

クーラの必要かない場合にはコンブレッサを

自動的にOFFにするエコノミー回路つき。

暖房時には、フアンか○
「
Fで も

走行風で室温をコントロールします,

他,の 卓種にはエアミックス式ヒーータを採用.

温風、涼風が思いのままにえられ、

デフロスタ使用時にも顔に涼風を送るなど、

微妙なコントロ~ルができます。

温風吹き出し口を数多く設けたンヤワーダクト

方式ですから、

足元だけでなく、膝までムラなく暖ま|,ま―九

●充実したオーティオンステム

電了同調AMIFMマ ルチラジオ&カセッ|ヽ

ステレオ(GSR―Ⅲ・Xl.

マイコン制御で用|lt数のすれをなくし、全 ,キ域

を7秒で自動探局

AMIFM各 5局 を記憶し、選局できます
「
|:ネ内の密ネ感をなくして青11ひろか |)と

残11:効果を与ぇるサウンドエアニクタと

5つの書域の青量を調整して白山な高・質を

楽しめるイコライ■ボを1采用.

スピーカは8スヒーカーインス|｀
'し
メントハィ、

'レ
と

ドアに
'生

イ「各1ス |■―力、そして

リヤンI'レフ左右にコアキンイ
'レ
型2ウェイ

スヒーカ12スピーカ,キ 1セ ′|、
―
■っ西己してぃま

―t
GSR」とGXにはAMIFMマ ルチラジオ&
カセ外ステレオを採用.

ドルビーNR回路内llヽ、メタ
'し
テーフ対1芯 _

スヒーカは4スピーーカ.

GXには、さらに■ナウンドエフェクタとイコライサ

そして、

車内の雑音の大小に応して高=量を自動調整

する自動 1甘 量補正ンステム=アクセスも

採用されています

‐■■|

サウンドエフェクタ、イコライザ付の電―「 同調AM/FMマ ルチラジオ&カセ ‐トステレT(GsP― ■ .

コノン~ル トド|, ブ構造の高剛性フルトア

空調を自動制御するオートエアコン(GSR― )ヽ

ノーリンクに欠か■ないマ ァプランブ付のルームラ/ブ

コアキンャル型2ウェイのり́ ●

デジタルクォーツ時計 (GSキ =

アームレスト付フロアコン

静かな室内を機能的に使ぇる
12ス フ¬り′トタイブリヤン~卜     1更 利なフ・ ―工 .´

jg*n€€ 5i..a;r

●真の実力をもつ者は大げさに吼えない

I生能エンジンを語るとき、

_ましば「吼える」という表現か使われます。

_■ しヽスタリオンのエンジンは

二く、しかも力強いサウンドが魅力です。

三菱独自のサイレントンヤフトを装着。

7ラ ンクンャフトの両側に1本ずつ、上下に

'ら
して装着された2本のンヤフトが

'ランクンャフトの2倍の速さで回転し、

工渉の原理で、エンジンの上下振動と

コ転振動を打ち消しまt

=F、
筒エンジンで8気筒なみの静かさ、

■うらかさを生むサイレントンヤフト。

こ■,技術は西独ポルシェ社に技術供与され、
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